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労働者としてのものの見方、
考え方って何だろう?

～職場課題を可視化しよう～

兒玉 聖史
（⾧野県本部 千曲市職員労働組合）

本部青年部なんでも共有フォルダ
運動資料の共有場所です。ご活用ください。

Line （電話:０９０－５３０７－４８４０）

個別にご連絡ある場合はお気軽に

基本事項の確認（勤務条件）

体・心の健康への影響
賃金がいくらか 権利は?休みは?勤務時間はどの程度か
働く環境は?（執務環境）

生きていくのに「お金」が必要

職場で「働き続ける」ことが必要 お 金

職 場

生きる

使 う

働 く

今の職場で働き続けます? 続けたい? 続けられる? ………

※ご自身の「自己決定 」「価値観」の影響が大きいのは確か

勤務条件 働き続けるかを決定するにあたり（一般的に）重要な事項
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市⾧

副市⾧

部⾧

課⾧

係⾧

係

係

部⾧

課⾧

係⾧

係

係

総務部⾧

総務課⾧

人事職員係⾧

係

「勤務条件の維持・改善のため職員団体を結成できる」
（地方公務員法 第52条） 労働組合

当局（任命権者や決定権限のある者）

労働組合って?

勤務条件等について
当局と交渉できる
(同法 第55条）

現状を伝える・訴える

勤務条件の維持・改善

（良い）緊張関係を保つ

学習
交流

つながり・信頼関係の構築
ノウハウ・情報交流

現場の状況確認・アンケート

単組の執行部（役員）

仕組み・ルールを知る
主体的に考える

組合活動とその影響
点検

要求・交渉

中央・県本部 サポート

組合員の皆さん

現状・気持ち

皆さんの代表・取りまとめ役

勤務条件が改善・変更
（働き方・制度が変わる）

単組の
組合活動

自治体の
勤務条件

影
響

働き方・賃金は自治体ごと全然違う!

組合（自治労）という「仕組み」「ポテンシャル」の
活用次第

勤務条件は労使の力関係で決まる

自治体の規模と必ずしも関係ない!

勤務条件は要求交渉次第である
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全体像を確認しよう

働 く

お 金

使 う

生 活職 場
生き方（人生）

執務環境・制度

２４H

労 働

睡眠・食事

自分/地域

勤務条件（働き続けるかどうかを決める重要事項）

維持・改善

賃金

組合って何?

勤務時間

働き方・賃金は自治体ごと全然違う!
（勤務条件は労使の力関係で決まる）

単組・職場を超えた
情報交換・交流がめっちゃ大事!

入った職場の「おかしな常識」にハマってしまうので注意!（自力脱出は困難）
「自分が思っているアタリマエ」は当たり前ではない。ただ自力では気づけない

→外に出て、他者と交わり自分の置かれている環境を見てみないといけない

労働組合

「労働力」とは?～人間の持つ活動のエネルギー～

× １・死んだらGAMEOVER

・人間には肉体的なパワーと精神的なパワーがある。
社会人Ｌｖ．１

ヘルスゲージ（HP） メンタル
ゲージ
（MP）

・このエネルギー（HP・MP）を使って、私たちは
活動している。（活動する肉体的精神的エネルギー ＝ 労働力 ）

自分の疲労度や状況を可視化（図解化・定量
化・数値化するときに便利なので、ぜひ活用
してみてね!（ことあるごとに出てきます）

職場課題の可視化のために（労働力）
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エネルギー（HP/MP）の回復とお金

HPゲージ

MP
ゲージ

肉体的疲労

精神的疲労
回復

仕
事

睡 眠
（食事含む）

自
由

働く
ゲージ減少

対価として
賃金GET

お金を使う

24時間の使い
方（８：８：８）

睡眠・食事・住まい

enjoy リラックス

賃金は労働力の対価

賃金は労働力の再生産費

労働力の回復と賃金の関係性（労働力の対価・労働力の再生産）

エネルギーの残量と感情の劣化（すり減り）

いらいら・むかむか
他の人の苦しみに無関心
（俺も大変なんだよこの野郎）
感情の劣化・すりへり

無関心・しょうがない

HP

MP

エネルギーを
消費

値が下がると（特にMP）
イライラ（自分・周り）

他者への攻撃・批難

自己への過度な批判

他者へ思いやり×
自己肯定感 ×

働く
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公務員
行政サービス担い手

感情劣化・すり減り

労働力の
対価

生 活
生きていくのに「お金」が必要

職場で「働き続ける」ことが必要

活動エネルギ―を回復する必要性
そのためにお金が必要だから

お金を使って商品を買って消費して回復する
（野菜を買って食べて回復→野菜はなくなる）
お金を常に得続けないと生きていけないから

賃金

交換
（売買）

賃金は労働力の対価

賃金は労働力の再生産費

この社会ってお金がないと
生きていけない社会

だから苦しくても働き続け
なきゃいけない社会

２４H

睡眠・食事
自分/地域

労働

自炊をするエネルギー・時間ない!

ドーピング

リフレッシュのために何かをするエネルギーない・時間ない

感情のすりへり

いらいら/むかむか

他者へのバッシング・怒り

過度な自己批判

生活・職場実態の確認から自分たちの職場課題や賃金課題を整理していこう
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公務員
行政サービス担い手

感情劣化・すり減り

２４H

労 働

睡眠・食事

自分/地域

可処分所得（お金）

可処分時間
（自分の時間）

可処分エネルギー
（自分の活動のエネルギー）

生活職場実態の見方（「労働者」としての生き方とその実態を見る）

職 場

生 活

労働者:自分の労働力を売り、対価としてのお金を使って生きる者

財産権は、これを侵してはならない（第29条第1項）
財産権の内容は、…法律でこれを定める（同条第2項）

法律

民法 所有者は、……自由にその所有物の使用、
収益…権利を有する。（第206条）

私有財産認める

所有権 絶対法 則

資本主義OK

労働基本権
（人権）
憲法２８条

労働基準法 労働条件は労働者と使用者が、
対等の立場において決定すべき（第2条）労働組合法 労働関係調整法

労働者側と使用者側の利害対立をこの国の憲法は想定しています。
労働者側が声を上げないと対等な条件や水準になっていきません!

憲法

商品・サービス生産

元手

自己消費

格差は絶対に生まれる 働 く

職 場

自分自身を商品として売っている（＝体は資本）

労働力の提供

使う

元手ある人 元手ない人

元手のない人は労働者として働く

資本や決定権のある人と無い人で
そもそも不平等（労働者は弱い立場）

労働者 使用者・資本家・当局

そもそも対等ではない

労働組合作る権利
労働協約の締結権
ストライキする権利

実質的な対等性を確保する仕組み

実質的な対等を確保

資本主義

賃金は労働力の対価

もう一度働けるように
体力・気力が回復する

賃金は労働力の再生産費

そもそも対等ではない
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労働者:自分の労働力を売り、
対価としてのお金を使って生きる者

「労働者」のものの見方、考え方 って何だろう?

労働者側の視点で物事をとらえる

要求しよう!変えなくちゃ!と思えるための心構え

職場にある「おかしな当たり前」に気づくための視点

職場の要求項目を見つけ、積み上げる視点でもある

①具体的にどのような労働力の支出をしている?
どのような肉体的な疲労・精神的な疲労（ストレス）が職場にありますか?

職場にある「おかしな当たり前」に気づくための視点

②労働力の回復ができていますか?
お昼休みきちんと休めていますか?
休暇は取れていますか?定時で帰れている?リフレッシュできてる?

③労働力の対価・再生産としての賃金になっていますか?
ちゃんと対価である賃金は出ている（不払いはない?）?
自分の労働力の支出（ストレス）に見合った賃金ですか?
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気づいたのち、討論から課題の可視化～要求項目へ

①公用車に市の名前が入っているが故のストレス……

→市の名前を入れるの廃止/磁石等で隠せるように!

②「人事の時期を早めろ!」→「普段の仕事が根拠法令も
不明確なストレス」
→ちゃんと根拠をもって仕事ができるような

引継ぎ・研修・人員増を!
③人事評価制度の有効活用を!
「人事評価制度」自体がストレス（皆疑問持ちながら実施）

→廃止しろ!賃金反映やめろ!

私たち労働者が声を上げないと変わらない
→そのプロセスで新しい気付きや成⾧がある
状況を客観的に見れるようにならないと「社会に殺される」かも…

ともに頑張りましょう!

できることから始めましょう!学習もとても大切です!

今回は「労働者のものの見方考え方」から職場を
眺める方法をご紹介しました。
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